
  
北海道留寿都高等学校長 髙橋 敏史   日に日に日脚が延び、春の訪れを強く感じる頃となりました。留寿都高校では本日今年度の修了式を行い、生徒は２

４日（土）から４月８日（日）まで１６日間の春休みとなります。  さて、現在次年度に向けた学校全体に関わる教育計画作成の具体的な動きが本格的になっております。次年度に向けて
の大きな変更点には、①行事等の時期変更 ②組織の改編があります。行事等の時期変更については、昨年１２月の学校
だよりでも触れましたが、学校祭を７月に移します。これは、９月に実施していた学校祭と、進学・就職の準備や試験、

さらに２年生の校外実習が学校祭準備期間と重なることから、７月に留寿都村社会福祉協議会と共催で実施している福

祉祭に合わせて２日日程で行うこととしました。組織改編については、生徒指導部の中に寮務部を組み入れる形で１つの

分掌（生徒指導部）とし、寮におけるより一層の情報共有化や舎監業務、寮生指導の効率化を図ります。また、従来の進

路指導部をキャリアガイダンス部に改称し、再組織します。こちらは、高校の出口指導に目が行きがちな進路指導から、

一生涯に渡るライフデザインにも目を向けた指導強化と、競争試験等にも対応する計画的指導を組織的に行うため、人員

もこれまでより１名増やして再組織したものです。  最後に、年度の終わりにあたり、保護者の皆様を始め、地域や関係機関の方々には１年間の支援ご協力に、職員を代表
してお礼申し上げますとともに、次年度も本校教育充実に向け、変わらぬご支援ご協力を賜りますようよろしくお願い申

しあげます。 
第６４回 卒業式   ３月１日（木）平成２９年度第６４回

卒業証書授与式が、大雪の中多くの来賓

や保護者の方々に出席していただき行わ

れました。４年生６名、３年生１６名が

様々な思い出や決意を胸に留寿都高校か

ら旅立ちました。今後、卒業生は福祉施

設や一般企業に就職します。また、公務

員として働く卒業生もいます。本校卒業

生として、在校生の手本となれるよう

な、立派な社会人になるように期待して

います。 
平成２９年度 進路決定状況 内定率１００％  ３年生 ４年生 卒業生 

男子 女子 男子 女子 男子 女子 合計 
就 職 内 定 者 数 ７ ５ ２ ４ ９ ９ １８ 
就 職 希 望 者 数 ７ ５ ２ ４ ９ ９ １８ 
進 学 内 定 者 数 ２ ２ ０ ０ ２ ２ ４ 
進 学 希 望 者 数 ２ ２ ０ ０ ２ ２ ４ 
４ 年 生 進 級 ０ ４ 平成２９年度介護福祉士国家試験 全員合格！ 

※平成２９年度３・４年生２２名（３年１６名・４年６名）の進路状況（平成３０年３月３０日現在）  平成２９年度卒業生はすべて進路先を決定することができました。校訓である「 豊かな心 新たな挑戦 」を
胸に４月からのそれぞれの場所での活躍を願っています。頑張れ、留寿都高校卒業生！ 

離任者あいさつ 今年度、４名の先生が留寿都高校を離任します。 
 水木 嵩 教諭 （農業担当）             私が留寿都高校に赴任してから３年が経ちました。私にとってはあっという間の時間であり、３年が経った今で
も、初めて赴任したときのことを鮮明に思い出すことができます。社会人としても教員としても初めての経験が多

く、初めはとても緊張していましたが、生徒の皆さんとの関わり合いの中でいつの間にかその緊張もほぐれ、至ら

ない点もありましたが、留寿都高校の一員として３年間を過ごすことができました。また、教えるという立場であ

りながらも皆さんから学ぶことが多く、人間としても成長することができたと感じています。これも暖かく迎え入

れてくださった生徒皆さん、保護者の方々、地域の方々、教職員の皆さんの支えがあったからこそだと強く実感し

ています。最後になりますが、今まで支えてくださった皆さんに心から感謝しています。留寿都高校からは離れて

しまいますが、ここで得た経験を活かし、これからも頑張っていきます。今まで本当にありがとうございました。 

送辞：西東憂香さん（ 現 生農会会長 ） 
☆人生で最初で最後の送辞。初めて大勢の前での

挨拶。堂々と自信を持って発表してくれました。

今後の生農会活動にもつながる送辞でした。 
３ 
年 
生 ４ 
年 
生 答辞：斎藤巧太郎君（ 旧 生農会書記 ） 

☆はっきりとした聞きやすい話し方で、答辞

を終えました。本校で学んだ３年間でお世話

になった方々への感謝と４月からの社会人と

しての熱い決意が感じられました。 
平成３０年３月号   
ＴＥＬ（０１３６）４６‐３３７６  髙橋 敏史 校長  平成２８年４月から２年間、保護者や地域、本校ＯＢなど多くの方々にご支援ご協力いただきながら、大変充実した

日々を過ごすことができました。留寿都高校の教育は地域に支えられ、地域とともに成り立っていることを２年経った

今実感しております。様々な地域から集まる本校生徒はその成長に無限の可能性を秘めており、近い将来必ずや重要と

なる農業と福祉を融合した教育をより実践的、専門的に学んでいます。職員も、多様な生徒の要望に丁寧に対応して成

長を促し、学校課題を着実に解決し教育内容を進化、前進させています。私はこのたび道南の南茅部高校へ異動します

が、今後とも留寿都高校の躍進や発展を陰ながら応援したいと思います。皆様には大変お世話になりました。ありがと

うございました。  大森 涼太 教諭 （福祉担当）         
９年間留寿都高校でこれまでお世話になりました。大学を卒業して何もわからない中でのスタートでしたが、生

徒、先生方に様々なことを学ばせていただきました。生徒に教える立場でありながら、今思えば生徒に教えてもらう

ことの方が多かったように思います。家庭においても結婚や出産をこの地で経験し、村民の方々には私生活でも支え

てもらい、家族で大変お世話になりました。９年間という年月もあっという間に感じるほど充実した日々を過ごすこ

とができました。多くの場面でご迷惑をおかけしましたが、この留寿都高校で学んだことを次の赴任先でも活かしな

がらさらに成長できるよう努力していきたいと思います。これまで本当にお世話になりました。９年間ありがとうご

ざいました。 



◆事務部より◆ 
毎月26日が諸費用の口座引き落とし日です。郵便局指定口座の残金等を確認し、余裕を持って入金していた

だきますようにお願いいたします。不明な点は事務部までご連絡ください。 

（ 電話 0136‐46‐3376 ） 
 ２月２８日（水）清澄寮にて、卒業生へ向けての送別会を行いました。このメンバーでいただく最後の夕食は、
オードブル、豚シャブ、ケーキ、デザート等でした。会の最後には、寮を離れる先輩方から挨拶があり、中には

感極まり、涙を流しながら、先生方や風林さんご夫婦に感謝の言葉を述べている寮生もいました。 
清澄寮 送別会   ２月２８日（水）に４年生へ進級する、石

井朋奈さん、大黒莉来さん、佐藤麻圭さん、

穂刈なみさんの計４名を激励する会が本校体

育館で行われました。新４年生から決意の言

葉が述べられ、下級生からもこれまでの感謝

と今後に向けての激励の言葉と花束が贈られ

ました。新４年生は、４月より授業が開始さ

れ、５月からは長期の福祉施設実習を行う予

定です。１月の介護福祉士試験に向けて心身

ともに成長する姿を見せてほしいと思いま

す。 新４年生激励会  ３月１２日（月）・１５日（木）に生農会リーダー研修
会が行われました。リーダー研修会とは、生徒会兼農業ク

ラブの執行部の新たなメンバーが集まり、学校のリーダー

となるべく研修を受け、来年度の学校行事や農業クラブ三

大行事などに活かすために毎年この時期に実施されていま

す。１日目には菅原教頭長先生から、生徒会の組織やあり

方、生徒会活動の運営についての助言をいただきました。

２日目には、生徒同士の意見交換や、来年度に向けての具

体的な方針を話し合いました。  渡辺 勇斗 教諭（社会・数学担当）         私が留寿都高校に来てから早いもので、もう１年が経とうとしています。この１年は多くのことを経験し、学ぶ
ことが多かった１年だったと思います。初めて教師として生徒の前に立った時、初めて授業をするために教壇に

立った時、とても緊張していたことを今でもはっきりと思い出すことができます。不安はありましたがそれでも

やってこられたのは、生徒や保護者の方々、地域の方々、そして共に働く教職員の皆様の助けがあったからこそで

す。まだまだ未熟で至らないことも多いと思いますが、少しでも生徒の力になれていたのならば本望です。１年が

経って少しは教師という立場にも慣れることができてきましたが、初心を忘れることなく驕らずに精進して行きた

いと思います。短い間でしたが、本当にありがとうございました。私は今年でここを離れますが、この留寿都高校

で得た経験を糧にこれからも頑張っていきます。みなさんも頑張ってください。 

リーダー研修会 
４月の主な行事 

９日（月） 前期始業式  着任式 

１０日（火） 入学式  入寮式  PTA・定振会総会 

１１日（水） 新入生オリエンテーション   

１９日（木） 農業クラブ説明会  寮避難訓練   

２７日（金） 生農会年度始総会 

２８日（土） 授業参観日（登校日） 

「みやこ会」からの寄付  村内のボランティア団体の「みやこ会」のみ
なさまから本校へ雑巾５０枚の寄付がありまし

た。本校の教育活動に使わせていただきます。

心あたたまる贈り物ありがとうざいます。 


